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第 1 巻 第 1 号 

会社名 

ニュースレターのタイトル 

1 面記事の見出し 
ここに記載する記事は 430 文字から 560 文字程度の長さにします。 

ニュースレターの目的は、対象読者に特定の情報を提供することにあります。ニュースレターは、製品やサービスを宣伝したり、同僚、会員、従業員、取引先に対して会社をアピールしたり信頼を勝ち取るための道

具として適しています。 

まず、どのような読者がこのニュースレターを読むか考えてください。読者は、ニュースレターに載せた記事を読むことで利益を得る人です。たとえば、従業員、製品を購入しようと考えている人、サービスを必要とし

ている人などです。 

製品やサービスについての問い合わせ、アンケートの回答、名刺、会員リストなどから情報を集めて住所録を作ると良いでしょう。顧客情報を販売してる会社からリストを購入する方法もあります。 

どのような読者を対象にするか決めたら、デザインを決めます。Publisher には、いろいろなスタイルを使った各種印刷物のデザインが用意されています。その中から目的に合ったデザインを選んでください。 

次に、ニュースレターにどれだけ時間と費用をかけるか決めます。かけられる時間と費用によってニュースレターを発行する回数や記事の分量もある程度決まります。読者に定期的に発行されるニュースレターだ

ということが分かるよう、少なくとも年 4 回発行することをお勧めします。 

2 つ目の記事の見出し 
ここに記載する記事は、230 文字から 350 文字程度の長さにします。 

見出しはニュースレターの重要な部分なので、慎重に検討する必要があります。 

短い語句で記事の内容を正確に記述して、読者を引き込む必要があります。記事を書く前に見出しを作成します。こうすることで、記事の焦点がぼけるのを防ぐことができます。 

見出しの例には、「当社製品が業界賞を受賞」、「新製品で時間を短縮」、「会員向けキャンペーンで目標以上の成果」、「新オフィスがご近所にオープン」などがあります。 
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ハイライト 

 特に読者の注意を引きたいポイントを記入します。 

 特に読者の注意を引きたいポイントを記入します。 

 特に読者の注意を引きたいポイントを記入します。 

 特に読者の注意を引きたいポイントを記入します。 
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 腎 不 全 外 来 を 専 門 医 2 名 体 制 で 実 施 

透析専門医による腎不全外来を通し、保存期腎不全から透析導入・維持透析迄一貫した治療を行って

おります。シャント造設・シャントトラブルに関してはPTA治療を行っております。通院が困難になっ

た場合は、入院治療にリハビリを行うことも可能です。今後も地域の先生方との連携をより一層深め、

地域住民の健康を守る為、診療体制を充実させて参ります。ご協力の程よろしくお願い致します。 

梅田 優
う め だ  ま さ る

 医師 

◆日本透析医学会専門医・指導医 

◆日本腎臓学会専門医 

◆日本泌尿器科学会専門医 

◆医学博士 

腎臓内科（透析）部長 

腎不全外来について 

 

【診療時間】 

大変ご不便をおかけしますが『腎不全外来』は完全予約制となっております。 

ご理解とご協力の程よろしくお願い致します。 

☆ご予約を希望される場合は地域医療連携室迄お電話ください。 

 

【対象患者さん】 

・クレアチニン値３.0以上の方 

  クレアチニン値3.0以上で腎臓の残存機能が10%～15％を下回ってきますので、上昇スピード 

   が速くなります。経過を診ながら、透析に向けて準備を行って参りたいと思っております。 

 

 ◎腎不全外来・シャントPTAについてのご相談は地域医療連携室迄お電話ください。 

 

 腎臓あるいは透析に関する事がございましたら、お気軽にご相談ください。 

 地域の先生方との併診体制で患者さんの健康をバックアップさせて頂きます。 

飯田 剛嗣
い い だ  た け し

 医師 

◆日本透析医学会専門医 

◆日本腎臓学会専門医 

◆日本泌尿器科学会専門医・指導医 

◆日本内科学会認定内科医 

腎臓内科（透析）医長 

東大阪病院 地域医療連携室 

・月曜日～金曜日：8：30～19：30 

・土曜日：8：30～17：00 

・電 話：06-6932-0369（地域医療連携室直通） 

・ＦＡＸ：06-6932-0086（地域医療連携室直通） 

【腎不全外来 担当曜日・時間】 

  火曜日：14：00～17：00 

【腎不全外来 担当曜日・時間】 

  金曜日：14：00～17：00 
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直通TEL 06-6932-0369 直通FAX 06-6932-0086 

 
東大阪病院 地域連携部 東大阪病院（代表） 

 T E L :０６（６９３９）１１２１    ＦＡＸ :０６（６９３９）１１９１  

 

大阪府大阪市城東区中央１丁目７－２２ 

～ コロナ禍での退院調整について～ 
 
 

 

日頃より患者さんのご紹介を頂きありがとうございます。 

今回はコロナ禍における退院調整について状況を説明させていただきます。 

最近、新型コロナウイルス感染対策により、カンファレンスの開催ができない病院もあり、ケアマネー

ジャーから当院の対応はどうかと問い合わせが多くあります。 

〇当院では必要時、十分に感染対策をとった上でカンファレンスを行っています〇 

   カンファレンスの際は… 

    ・検温 

    ・マスク 

    ・手指衛生 

    ・換気 

    ・短時間、少人数でのカンファレンス実施 

    ・アクリルボードの使用 

    ・大きな声で話をしない 等を徹底しています。 
 

面会制限が続き・・・ 

 

 

 

 

 

予定していた施設でのコロナ陽性者発生により急遽退院先が変更となるケースも発生しています。 

 その際は地域の先生方へも急なご相談やご依頼をさせていただく事もあるかと思いますがご意見や 

ご指導承りますよう、よろしくお願い致します。 
 

 ご紹介頂きました患者さんでカンファレンスへの参加希望等がございましたら事前に医療福祉相談課

にご連絡を頂ければ調整させていただきます。 

 その他ご心配な事などございましたら、お気軽に 医療福祉相談課 にお問い合わせください。 

  医 療 福 祉 相 談 課 よ り             
社会福祉士 引持志津香 

  

このような状況で退院先に悩まれる方が沢山いらっしゃいます。入院をしていても施設に入

所しても面会制限が続き、家族との時間を過ごせないことを考えて自宅生活を選択される方

もおられます。正確な患者さん情報、「このような生活を送りたい」という気持ちの汲み取

り、ご家族の病状理解を確認し、患者さん、ご家族が抱えている辛さや不安に寄り添う支援

が今まで以上に必要となっています。当院の社会福祉士はそんな気持ちに寄り添い患者さん

とご家族の思いが通じるようにコミュニケーションがとれる対応を心掛け、安心してご退院

していただけるように日々調整しております。 

家族に会えない。 

今後を相談したいのにできない。 

心理的に不安定 

患 者 コミュニケーションが取れない 

本人の状況や気持ちが分からない。 

施設を考えた方がいいのか？ 

                心配・不安 

家 族 


